
英語科学習指導案 

  日時：令和 5年 2月 4日(土)5, 6限 

(13:20～14:10 / 14:20～15:10) 

 対象：第 3学年C, D組(各 36名) 

 授業者：青木 宏明 

 

1. 単元名 

 Lesson7 USE Speak～20歳の自分にビデオメッセージを送ろう 

(NEW CROWN English Series 3, 三省堂) 
 

2. 単元の目標 

卒業記念のビデオメッセージを作るために、20歳の自分に伝えたいメッセージや質問について、自分の考えや気持

ちを整理し、簡単な語句や文を用いて話す。 
 

3. 単元の評価規準  *【   】は評価方法 

(Ⅰ) 

知識・技能 

(Ⅱ) 

思考・判断・表現 

(Ⅲ) 

主体的に学習に取り組む態度 

これまで学習した文法・語彙を理解

し、自分の伝えたい内容に合ったも

のを選択することができる。        

【スピーチ原稿】 

①20 歳の自分に伝えたいメッセー

ジについて、内容を整理し、相

手に伝わりやすい語彙を用い

て、英文を書くことができる。 

【スピーチ原稿】 

②20 歳の自分に伝えたいメッセー

ジについて、自分の考えや主張

が明確に伝わるように、表現方

法を工夫して話すことができる。 

【発表動画・相互評価】 

①ICT 機器を活用し、より良いスピ

ーチになるように、主体的に自己

研鑽できる。 【観察・自己評価】 

②班の生徒と協同し、意見を出し

合うことで、より良いスピーチにな

るように工夫しようとしている。 

.           【観察・自己評価】 

 

4. 指導観 

本単元は「20 歳の自分へのビデオメッセージ」と題し、今の自分の現状や、自分の将来について内省・想像し、

他者へ英語で発信するスピーキング活動である。この取り組みを通し、これまでの中学校 3 年間の経験や築いてき

た他者との関係を振り返り、時間の経過とともに自分がどのように成長し、変化してきたかを改めて考える機会となる。

また、自身の決意表明として将来の夢や希望を述べたり、未来の自分の共感を得られるように問いかけたりすること

で、これから高校という新たな段階へと踏み出していく生徒にとって、自分の原動力となる価値観や信念を見出すき

っかけにもつながる。さらに、このビデオメッセージを他の生徒と共有することで、個人と他者がつながり、聞き手に対し

て今後の生き方という点で新たな気づきの場にもなると考える。今回のスピーチにおける対象は、大勢の聴衆ではな

く、未来の一人の自分への語り掛けであるため、目の前に相手がいるというシチュエーションをイメージして表現方法

を工夫する必要があるという点が特徴的である。 

本授業におけるねらいとして、パフォーマンス課題における ICT 機器やツールの活用により、生徒の学習効果を大

幅に高めることができるという点がある。 

例えば、AI によるテキスト読み上げサイト(Azure text-to-speech))や英文添削サイト(DeepL Write)などを

活用することで、生徒自らが英語らしい流ちょうな発音や適切な英語表現を獲得することを可能にする。これにより、

生徒の自主自立的な学びや、個々の言語知識や運用能力に適した指導へとつなげたい。また、オンラインでの意

見集約サイト(Mentimeter)やGoogleスプレッドシートを活用し、より相手に伝わりやすいスピーチの表現方法や

自身のパフォーマンス評価をクラス全体で共有することで、生徒の活動への参加意欲やモチベーションを高めることが

可能になる。 

これらの ICT を活用した取り組みに加え、クラス内の他者との協同を経て、生徒が主体的に自己研鑽を重ねるこ

とで、より質の高いパフォーマンスタスクを獲得できることをねらいとした授業を展開したい。 
 

5. 単元の指導計画と評価計画 (全 4時間扱い) 

時 本時のねらい 学習内容・学習活動 評価規準 

第 1時 ①モデル動画を視聴し、より伝わりやすい 

スピーチの表現方法を考えよう！ 

②スピーチのアイデアとなる 

キーワードをたくさん見つけよう！ 

・本活動のねらい・流れを説明する。 

・Chromebook でハナのメッセージ動

画を視聴する。 

➽スピーチでうまく相手に伝えるポイント

を Mentimeter で集約し、生徒全体

で共有する。 

・ワークシートに、発表内容のキーワード

を記入し、マインドマップを作成する。

(原稿作成は自宅課題) 

(Ⅰ) 

(Ⅱ)-① 

第 2時 ①班で協力し、さらにクオリティの 

高い原稿にしよう！ 

②原稿を何度も読み、自分の言葉と 

して伝えられるようにしよう！ 

・DeepL Write を活用し、4人班で互 

いの原稿を見合い、より適切な表現を 

選択し、修正を加える。 

・Azure Text-to-speech を活用し、シ

ャドーイングにより、英語らしい発音のポ

イントをつかむ。 

・原稿の中で、自分が強く伝えたいメッセ

ージに色を付け、発表練習の際に識別

できるようにする。 

・前時に共有した Mentimeter スライド

から、自分の発表で意識したいポイント

を選ぶ。 

(Ⅲ)-①② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3時 発表リハーサル 

～班で互いの発表を見合い、より伝わり 

やすいスピーチになるよう修正しよう！ 

・個人で発表練習をし、Chrome 

book で動画を撮影する。 

・4 人班で互いの動画を見合い、評価し

たものを Google スプレッドシートに集

約し、班内で共有する。 

(Ⅱ)-② 

 

 

 

 

第 4時 

【本時】 
以下、 7. 本時に記載 

 

 

 



7. 本時 (全 4時間中の第 4時目) 

(1) 本時の目標 

  「20歳の自分に向けて、自分の思いを伝えるビデオメッセージ動画を作成しよう！」 

(2) 本時の展開 

時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点・配慮事項 評価規準 

導入 

(10分) 

☑Greeting 

・あいさつ, 日付・曜日・天気の確認 

・ペアで“How are you? And why?” 

☑Picture description 

・2人ペアになり、じゃんけんをする。 

・PPT スライドで写真を投影し、じゃんけんで

勝った生徒は負けた生徒に写真の内容を

英語で説明する。 

・相手に伝えた英文を全体で共有する。 

・役割を交替し、活動を繰り返す。 

☑Check today’s Goal 

・本時のねらいを確認する。 

 

 

・起立して活動を行い、終了したら着席する。 

 

 

・負けた生徒は机に顔を伏せるなどし、スライド

の写真が見えない状態にする。 

・NGワードを提示し、活動に負荷をかける。 

・数名の生徒を指名し、回答させる。 

 

展開 

(35分) 

 

☑Practice giving a speech 

・2人ペアになり、じゃんけんをする。 

・勝った生徒がビデオメッセージのスピーチを

する。その後、負けた生徒はスピーチの内

容に関する質問をし、あいづちや新たな質

問を交え、会話を 30秒間継続する。 

・発表者を交替し、活動を繰り返す。 

・ペアを替え、再度上記の流れを繰り返す。 

☑Make a message video 

・6人班になり、机を移動する。 

・スピーチ発表をし、発表者の Chrome 

bookで動画撮影する。 

・聞き手は発表の評価を Google スプレッ

ドシートに入力する。 

・発表者を交替し、活動を繰り返す。 

 

 

・プロジェクターでタイマー(1:30)を提示する。 

・机間巡視を行い、生徒の発表の様子を注視

し、適宜助言を行う。 

 

 

 

 

 

・ 

 

・Google スプレッドシートは班で共有し、共

同編集する。 

・シートにはルーブリックの 5 段階評価、発表の

良かった点、改善点を具体的に記入する。 

(Ⅲ)-② 

 

 

 

 

 

 

 

(Ⅱ)-② 

まとめ 

(5分) 

☑Reflection on this lesson 

・本時の振り返りをGoogle フォームに入力

する。 

・撮影したメッセージ動画を Classroom に

提出する。 

 

 

 

 

 

《発表ルーブリック》 

評価規準 A B C 

内容 

テーマに関する自分の考え、経

験や具体例等が明確に含まれ

ている。 

テーマに関する自分の考えが含

まれている。 

テーマに関する自分の考えが不

明確、または内容が希薄であ

る。 

表現 

聞き手に分かりやすく、かつ心を

動かすために、語彙選びやパフ

ォーマンスに工夫がみられる。 

自分の考えを適切に相手に伝

えている。 

自分の考えが分かりにくく、聞き

手にあまり伝わっていない。 

語彙・文法 

(原稿による評価) 

単語の綴りや文法の誤りがない

正しい英語が書かれている。 

(綴りミスのみ 2か所まで) 

単語の綴りや文法の誤りがいく

つか見られる。 

(綴り・文法ミス 4か所まで) 

単語の綴りや文法の誤りが多く、

内容が理解できないところがある。 

(綴り・文法ミス 4か所以上) 

協同作業 

グループ内で活発に意見を出し

合い、原稿の修正やパフォーマ

ンスの向上に関して、新たな気

づきが多くあった。 

グループ内で意見を出し合い、

原稿の修正やパフォーマンスを

向上させることができた。 

ほとんど個人で作業が進められ

ており、協同での作業が行われ

ていない。 

 

(4)ご高評欄 

                                                                  

                                                                  

                                                                  

                                                                  

                                                                  

                                                                  

                                                                  

                                                                   

                                                                  

                                                                  

                                                                  

                                                                  

                                                                  

                                                                 

                                                                                      

                                                                                       

                                                                                       

                                                                                        


